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毒
知
曇
翻
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棚
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い

蚕
刊
の
僻

　
＼
　
轡
脳
緯
粟
は
行
き
つ
ま
つ
だ
賀
　
ご

は
既
に
相
當
長
い
以
前
か
ら
耳
慣
ら

さ
れ
て
來
た
言
葉
で
あ
る
o
さ
て
行

き
つ
ま
る
ビ
か
行
き
つ
ま
つ
た
ざ
か

云
は
れ
乍
ら
も
今
日
あ
る
の
は
何
故

か
？
　
果
し
て
慧
綜
業
は
…
：
・
我
國

の
織
緯
業
は
…
：
行
き
つ
ま
つ
て
居
る

の
か
、
荊
た
ま
た
行
き
つ
ま
ら
ん
ご

し
つ
、
あ
る
の
か
？
此
れ
を
甚
だ

疑
問
こ
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
悲
に
叫

び
憂
に
泣
ぐ
も
の
は
眞
の
悲
に
到
っ

て
居
な
い
も
の
で
、
只
形
式
的
に
或

は
習
慣
的
に
泣
く
も
の
で
あ
る
ざ
は

良
く
心
理
學
渚
の
説
く
所
で
あ
る
o

聲
を
大
に
し
て
行
き
っ
ま
ら
ん
ご
す

る
本
邦
鷲
…
縣
業
の
爲
に
憂
へ
る
諸
賢

が
、
實
際
に
陵
界
の
大
に
念
想
を
や

b
、
米
、
支
の
國
情
を
知
悉
し
て
居

る
も
の
で
あ
る
か
甚
だ
疑
を
挿
む
も

の
で
あ
る
o
否
本
邦
の
諸
業
の
間
に

あ
る
鷲
〔
糸
業
の
關
係
的
立
場
さ
へ
も

知
ら
な
い
様
な
所
謂
獄
糸
業
界
憂
世

の
士
の
多
い
の
は
甚
だ
曖
念
で
あ

る
。
行
き
つ
ま
る
、
つ
ま
ら
な
い
は

只
見
方
一
つ
で
何
れ
こ
も
分
れ
る
の

で
あ
b
、
從
っ
て
獄
糸
業
者
各
自
の

熱
誠
－
・
最
早
や
努
力
な
ぞ
ご
云
ふ

生
温
い
事
で
は
い
か
ぬ
…
・
の
度
に

依
っ
て
岐
れ
て
行
く
も
の
で
あ
る
。

殺
人
創
、
活
人
創
、
共
に
之
れ
只
一

つ
の
創
で
あ
る
o
さ
ら
ば
吾
我
は
來

ら
ん
ビ
す
る
難
局
に
泣
か
す
、
内
に

は
智
を
以
て
、
外
に
は
積
極
的
な
強

さ
ご
熱
ご
を
以
て
何
腱
迄
も
推
し
進

ま
ん
事
を
心
懸
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

入
生
五
十
9
7
軽
泣
い
て
も
莫
っ
て
も

五
十
を
以
て
入
生
を
絡
る
も
の
で
あ

る
事
は
古
來
人
間
の
常
則
で
あ
る
。

癒
壷
勘
の
楼
な
カ
ゼ
臭
い
ヂ
メ
～
ー

。
し
た
氣
操
で
五
十
年
を
過
さ
ん
よ
り

も
，
夏
日
の
如
く
烈
々
ε
或
は
容
陽

の
如
く
購
々
ご
過
し
度
い
も
の
で
あ

る
。
吾
八
懲
糸
に
捧
ぐ
る
各
自
の
五

十
年
を
斯
く
し
て
甚
だ
積
極
的
の
も

の
ざ
し
た
い
o
各
自
五
十
年
の
此
連

鎖
集
積
は
本
邦
獄
糸
業
の
陽
舟
た
る

牌
來
を
持
來
せ
ね
ば
止
ま
な
い
事
自

明
の
理
で
あ
る
o
我
吾
は
何
庭
迄
も

積
極
の
旗
を
騎
し
て
未
來
永
劫
蕊
き

る
な
く
進
み
度
い
も
の
で
あ
る
o

㎝
　
本
誌
題
し
て
「
千
曲
嚇
報
」
ご
呼

ぷ
千
曲
の
搬
難
を
征
服
し
て
う
ね
り

う
ね
り
の
千
曲
の
永
劫
際
に
迄
推
し

て
養
獄
飼
育
上
に
癒
用
し
幾
多
の
蟹

際
的
試
瞼
を
施
石
し
た
結
果
、
共
の

成
績
の
顯
著
な
こ
ざ
を
認
め
た
o
績

い
て
信
濃
電
氣
、
木
曾
川
電
力
、
中

央
電
氣
株
式
會
肚
等
が
や
は
b
實
際

上
に
大
規
模
に
慮
用
し
て
試
験
し
其

の
効
果
が
よ
く
認
識
さ
れ
た
o
夫
等

の
實
際
餉
鷹
用
は
頗
る
簡
箪
で
、
カ

ナ
リ
ヤ
六
十
ッ
ッ
ト
電
球
を
二
十
八

蛾
附
獄
種
一
枚
に
劃
し
、
春
獄
に
は

二
燈
、
夏
秋
獄
に
は
一
燈
の
割
合
で
、

慧
座
面
よ
b
盃
尺
内
外
離
れ
た
ビ
こ

ろ
か
ら
照
射
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る

ε
謂
ふ
o
然
し
此
の
照
明
育
に
よ
る

節
繭
が
普
通
肉
繭
に
比
較
し
て
繭
質

縫
難
繕
櫛
離
蟻
灘
蝶
…
鋳
朔
襲
耀
驚
騰
撃
鰹

あ
射
導
振
り
て
麟
す
る
。
具
出
來
…
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
依
り
て
當

た
繭
た
る
　
之
れ
輿
國
の
國
脹
を
つ

｝
な
ぐ
主
要
素
で
あ
る
O
典
繭
糸
の
状

を
見
る
時
叉
千
曲
で
め
る
。
此
千
曲

の
故
に
繭
形
あ
う
、
縮
敬
あ
り
、
緊
繊

あ
り
。
更
に
現
下
最
も
重
大
問
題
た

る
解
衝
が
之
れ
に
由
來
す
る
の
で
ゐ

り
延
い
て
は
類
節
か
ら
セ
リ
プ
レ
ー

ン
に
迄
及
ぷ
の
で
あ
る
o
鼓
に
於
て

か
我
千
曲
時
轍
は
叉
獄
を
論
じ
、
繭

を
究
め
糸
を
調
ぶ
る
も
の
、
時
根
で

あ
る
o
千
曲
の
川
は
滑
舟
こ
し
て
信

玄
謙
信
の
昔
は
更
な
b
、
遼
く
千
古

の
姿
そ
の
ま
、
に
不
僥
の
努
力
を
寸

時
も
止
め
な
い
。
流
れ
て
溢
ぐ
水
は

或
は
四
百
除
州
の
支
那
に
、
或
は
遽

く
米
殴
に
吾
入
の
坐
下
を
連
繋
す
る

我
千
曲
時
報
た
る
叉
千
曲
の
水
ざ
等

し
く
、
内
外
慧
糸
業
同
人
の
心
域
を

π
に
浬
絡
す
る
も
の
で
あ
る
。
宜
な

る
が
な
千
曲
時
報
の
出
現
鷲
　
重
大

な
る
哉
其
使
命
ー
ー
“
。

　
絡
に
圃
人
諸
賢
の
熱
誠
な
る
御
帰

助
に
依
り
木
誌
の
彌
榮
を
成
し
得
ん

事
を
希
ふ
て
止
ま
な
い
次
第
で
あ
る

膓
は
専
ら
製
糸
裳
上
の
立
傷
力
ら
此

等
に
剛
す
る
試
験
を
春
秋
二
期
に
信

濃
電
氣
及
び
安
曇
電
氣
株
式
會
倣
ざ

聯
絡
し
て
行
ふ
だ
の
で
あ
る
o

　
素
よ
り
赤
秋
二
期
の
み
の
試
瞼
で

あ
り
、
叉
普
麺
養
㌶
家
へ
依
託
し
て

行
ふ
把
試
瞼
で
も
あ
る
が
、
實
際
問

題
こ
し
て
最
近
常
業
着
間
の
話
題
に

の
ぼ
り
つ
、
あ
る
事
で
も
あ
る
か
ら

し
て
今
共
の
大
要
を
叙
逃
し
て
褒
湧

に
供
せ
ん
ざ
す
る
。

　
　
二
、
試
瞼
…
の
維
過
4

　
試
験
は
蘇
獄
ご
秋
獄
の
二
期
に
行

ひ
、
春
獄
に
は
信
濃
電
氣
株
式
會
職
、

漁
杁 ﾖ
瓢
」
し
は
小
次
鳳
講
巾
屯
〃
蝋
儲
悔
式
倫
闘
㎜
淋
鵬
ご
此
ハ

に
聯
絡
し
て
施
行
し
た
o
而
℃
て
供

試
鐡
品
種
及
び
依
託
飼
育
戸
藪
は
、

森
獄
に
於
て
は
口
一
號
×
支
四
騨
鴛

支
四
號
×
正
臼
、
信
濃
殿
臼
捧
昭
和
、

厭
九
號
x
正
自
、
厭
七
號
×
支
七
號

挿
の
五
品
種
十
八
戸
秋
獄
に
於
て
は

昭
和
×
償
濃
歓
白
、
昭
和
×
正
臼
、
昭

和
×
臼
新
、
日
一
一
〇
號
x
昭
和
、
日

一
…
0
號
×
欧
九
號
、
祀
臼
×
歓
九

號
椰
の
六
品
秤
、
十
三
戸
で
あ
つ
て
、

各
飼
育
着
共
…
定
の
獄
品
種
を
照
明

育
ざ
普
通
育
に
分
け
て
飼
育
櫛
繭
さ

せ
た
の
で
あ
る
。

　
各
養
獄
家
毎
の
照
明
育
並
に
普
通

育
に
よ
る
工
隔
別
の
簾
繭
は
、
牧
繭

後
必
要
調
沓
事
項
記
入
の
上
颪
ち
L
に

當
膓
に
集
め
て
所
要
の
試
験
に
供
用

し
だ
の
で
あ
る
o
而
し
て
飼
育
中
は

勿
論
、
牧
繭
調
査
に
際
し
て
は
試
験

の
完
全
を
期
す
る
π
め
獄
漿
取
締
噺

支
解
長
を
煩
は
し
て
立
會
を
願
つ
た

以
下
二
期
別
の
試
鹸
成
績
を
綜
合
的

に
列
舞
す
る
こ
ざ
に
す
る
。
－

赤
獄
繭
に
鮒
す
る
試
瞼
成
績
、

　
試
瞼
は
十
八
戸
の
産
繭
全
部
に
就

て
行
ふ
だ
の
で
め
る
が
，
簡
馨
し
て

爾
．
幅
別
の
李
均
成
績
の
み
を
左
に
掲

げ
る
こ
ε
に
す
る
。
　
－

繭
重
並
繭
騰
歩
合
成
績
鴇

／
／
順
図
晦
別
／

鋤
生
繭
十
粒
繭
霜

鋤
　
　
照
　
　
畷

匁
　
、
四
、
六
一

　
略
桐
五
、
五
九

照
朋
賑
興
雲
　
　
　
　
　
　
　

一
蹴
、
七
八

剛
畿
彫
麟
○
タ
一
。
二
・
六
指
数
　
　
　
｝

備
…
考
　
照
朋
…
髄
は
カ
ナ
リ
ャ
篭
球
に

　
よ
る
電
燈
照
明
飼
育
憾
で
あ
b
、

　
劃
照
囁
は
照
明
を
行
は
な
い
普
池

　
飼
育
隔
で
あ
ゐ
o
坦
下
同
断
o

製
糸
戊
績

屑
　
　
　
　
物
　
　
　
　
量
　
　
1
　
ー

　
項
　
“
嚥
　
明

繰
緯
甚
甑
生
紳
櫨

副
　
　
　
綜
　
　
　
　
・

繊
度
斎
節
野
疑農
了
プ
ソ

ア
ラ
爾
一
索
　
緒

蝋
肌
塔
計

了
ル
男

野
　
　
照
　
　
協

分
山
6

忽
三
、
曇

曳
三
、
曇

¢
　
　
　
　
　
匁
O
、
叢
　
　
ゆ
、
畏

匁
O
、
巽

誕
認
鄭
　
｝

配
　
謙

1
妬
　
　
　
　
　
　
　
点
↓
離
雇
　
　
会
諒
　
　
1

照
　
　
明
　
　
輝

謝
O

三
、
鵬

三
、
謁

　
｝
選
量
「
　
O
、
老

「
豊

　
一
璽
認
惑
、
一

阜
八
叢
　
1

欄
照
髄
テ
一
〇
〇
ト

ス
ψ
照
明
隔
ノ
指

嘩
数

δ
O
δ
　
　
”
9
、
隣
　
　
δ
一
扇
　
　
一
2
、
卿

一
　
　
皿
　
　
　
　
　
…

「
｝

@
　
一
　
　
　
　
皿
八
一

A
七
…
　
一
〇
「
嵩
　
　
5
一
、
O

皇
皇
螢
監
二
i
、
垂

備
考
生
繭
百
如
に
鋼
す
る
牛
均
成
績
こ
す
る
。
以
下
同
断
。

概
評
　
蓉
獄
繭
に
封
す
る
以
上
の
成
績
に

就
て
概
評
し
て
見
れ
ば
、
電
燈
照
朋

を
行
ふ
た
も
の
、
方
普
頬
飼
育
颪
に

比
稜
し
て
、
繭
重
に
於
て
二
、
六
％
、

優
る
成
績
で
あ
つ
て
、
讐
通
飼
育
よ

b
勝
る
ざ
も
劣
る
穣
な
こ
ご
は
な
い

も
の
、
如
く
思
推
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
叉
照
0
1
斑
は
樹
一
時
間
繰
緯
景

に
於
て
勝
る
外
索
緒
緒
糸
量
も
少
な

い
の
で
あ
る
か
ら
し
て
解
得
も
亦
善

く
す
る
ざ
も
悪
く
す
る
こ
ざ
は
な
い

も
の
ビ
考
へ
ら
れ
る
o

　
而
し
て
僑
濃
電
氣
會
肚
の
調
査
し

た
養
獄
上
の
成
績
を
参
照
し
て
見
る

ご
大
要
次
の
楼
で
あ
つ
て
、
只
数
に

表
は
れ
た
こ
こ
ろ
で
は
照
朋
隔
の
方

が
勝
る
成
績
で
あ
る
。

収
繭
調
査

％
　
｛
壷
墨
下
繭
亙
灘

繍
嬰
゜
さ

ノ
指
数
｝

　
同
盤
喚
鵡
七
鷲
（
｝
　
　
一

｝
［
　
　
へ

－
詑
、
彊
δ
緬
、
轟

増
÷
薫
す
謎
o
壽
襲
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備
考
　
各
繭
の
牧
繭
量
毎
に
就
き
封

　
照
匿
を
一
〇
〇
芝
し
て
算
出
し

　
セ
。
以
下
同
断
。

秋
獄
繭
に
劃
す
る
試
瞼
成
績

　
秋
慧
繭
…
に
封
す
る
試
瞼
は
飼
育
者

別
の
爾
樋
の
産
繭
個
々
に
就
て
試
駿

し
た
も
の
ε
、
又
爾
匿
の
潔
繭
を
試

験
匹
毎
に
十
三
戸
の
も
の
を
各
々
合

併
し
た
繭
に
封
し
て
施
行
し
た
も
の

、
二
楼
…
に
分
か
れ
る
け
れ
北
ハ
、
試
瞼

の
結
果
は
二
者
全
く
同
一
傾
向
に
あ

る
か
ら
し
て
其
の
李
均
成
績
の
み
を

製
孫
成
績

「
示
す
こ
ご
に
す
る
・

繭
質
調
査
成
績

一
％勤
十
粒
繭

勤
照
運
四
、
茜

照
明
÷
認

剴
照
匠
ナ
δ

O
ト
ス
ル
照

明
醍
ノ
指
数

お
一
蛸

墾
糞

茄
隔
爵

顧
、
☆

一
蜜
べ

阿

貯
（
八

職
輩

δ
O
幽

繭
繊
度

デ
一
一
ー
ル

誠
、
老

昌
、
宕

δ
O
δ

講
叢
慰
縣

殻
÷
紛

照
明
歴

匁
　
「
匁

三
、
七
四
鉱
δ
、
発
八

　
　
「

屑
　
　
　
物
　
　
　
量

ア
欄
｣
灘
　
蝋
肌
下
計

％
÷
主
％
会

四
＾
了
ハ
量
　
；
一

｝
匁

竃
、
二
弔

呈
『
＾
言
八

繊
÷
節

一
聾
畑
パ
㍉
゜

婁
；

剴
一
テ

ニ
ー
〃

強
力円

兄
伸
度

二
、
西

『
。
八
㎜
＝
、
三

セ
リ

。
フ
レ

ー
ン
戸

』
、
、
ヒ

’
ひ
　
　
「

（
（
，
四

野
照
圖
テ
δ

O
ト
ス
〃
照

明
曄
ノ
指
数

δ
O
覧
O

皇
δ
興
；
七
、
諾

一
〇

Z
〇
九
八
、
（
δ
O
叫
一
ヨ

L
　
一
、
一
、

　
　
一
　
一

マ究心
究
」

　
一

δ
二
、
O

備
澹
　
普
通
育
匿
を
一
〇
〇
ε
し
た

　
場
合
の
照
朋
育
隔
の
割
合
を
示
す

　
　
㈹
は
増
O
は
減
を
表
は
す
、

　
照
明
育
に
劃
す
る
常
瘍
の
試
験
結

果
は
右
の
通
b
で
あ
っ
て
、
普
通
育

に
比
し
優
る
ご
も
劣
る
様
な
こ
ご
は

な
い
成
績
で
あ
る
o
然
し
春
秋
爾
試

瞼
共
鼓
の
依
託
飼
育
者
申
に
は
反
劃

に
照
明
育
隔
の
方
が
劣
っ
た
成
績
の

も
の
が
敷
軒
宛
あ
つ
た
Q
是
等
を
調

杏
し
て
観
る
ε
、
共
の
多
く
は
飼
育

中
給
桑
共
他
の
飼
育
條
件
を
常
に
普

通
育
圃
の
方
を
標
準
に
し
て
行
つ
た

爲
に
、
縄
過
日
敷
の
一
日
乃
至
二
日

進
む
照
明
筒
賊
の
方
に
甥
し
て
桑
不

足
或
は
其
他
不
適
當
の
献
態
を
招
來

し
た
結
果
に
よ
る
様
で
あ
っ
た
o
此

の
事
は
竃
燈
照
明
育
を
實
際
行
ふ
瘍

合
注
意
す
べ
き
鮎
の
如
く
思
惟
す
る

の
で
あ
る
o

附
言
　
本
試
験
を
施
行
す
る
に
際
し
て
當

場
田
村
技
師
並
に
櫨
松
技
手
よ
b
種

々
援
助
を
賜
っ
た
事
に
蜀
し
鼓
に
謹

ん
で
戚
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ

る
o

｝…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
澤
茂
登
　
一

一

朝
鮮
の
氣
候
ヒ
慧
業

落
緒
繭
歩
合

備
考
　
第
一
回
落
緒
は
ア
ラ
繭
に
封

　
す
る
落
緒
で
あ
b
第
二
回
落
緒
は

　
貫
の
再
落
緒
で
あ
る
o

概
評
　
秋
獄
繭
に
封
す
る
試
鹸
成
績
の
結
」

騨
艦
齢
肌
瓢
僅
概
備
繍

重
は
一
、
四
％
重
ぐ
繭
層
黄
合
に
於
”

瓢
裳
勝
慾
懸
蟹
費
畿
額
な
い
・
如
何
に
他
の
萎
が
鍵

…
　
鷲
…
業
纒
響
上
氣
候
は
、
實
に
重
大

鵠
調
査
　
　
　
　
屠
誘
鞭
、
到
底
そ
の
難
は
期

る
。
　
　
　
　
　
　
　
…
に
適
す
る
こ
し
て
も
、
氣
候
が
不
適

置
別
、
　
／

剴
照
懸
ナ

る
O
ト
ブ

ル
照
明
騒

ノ
指
数
増
城

上
繭

6
二
、
七

）
争

d
一
一
君

・
÷
繭

　
「
八
二
爵
；
O
、
O

　
｝

↑
一
七
讐
山
ハ

　
　
　
い
な

玉
繭
鰍
釧

　
「
（
八
、
凶
二
〇
「
四

　
｝
）
3
…
）
・

↑
＝
、
索
G
一
、
四

　
　
　

齢
灘
羅
灘
鶴
講
曝
並
譲
に
響
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞

　
　
三
、
結
　
論

購
羅
鯉
響
輸
醗
縮
囎

灘
柵
灘
騨
譲
號
畿
鴎

に
於
で
ば
普
諏
育
に
比
較
し
て
劣
る

雛
憲
俵
、
壷
．
ろ
既
し
て
優
つ

｝
せ
ら
¢
ぬ

…
朝
鮮
の
氣
候
は
、
獄
業
か
・
ら
考
察
し

…
て
、
如
何
な
る
状
態
に
あ
る
か
は
先

　
づ
知
ら
ん
こ
す
る
所
で
あ
る
。
朝
鮮

　
の
地
勢
は
、
東
西
南
三
面
海
に
面
し
、

　
北
方
支
那
大
陸
に
接
し
て
居
る
た
め

　
氣
候
は
、
大
体
に
於
て
亜
細
亜
大
陸

　
の
影
響
を
う
け
所
謂
大
陸
性
で
、

寒
暑
共
に
酷
し
ぐ
秋
よ
b
冬
轟
に
か

　
け
て
降
水
少
な
く
夏
期
森
雨
頻
り
に

｝
來
b
内
地
ξ
は
大
に
趣
を
異
に
し
て

…
お
る
。
先
づ
獄
業
ご
氣
候
の
關
係
を

｝
述
べ
る
前
に
氣
候
の
概
要
を
述
べ
て

見
や
う
。

　
第
欄
、
朝
鮮
の
氣
候
概
要

　
輌
、
氣
　
温

　
朝
鮮
各
地
の
副
箇
年
彫
均
氣
温

　
は
、
南
部
地
方
は
十
三
、
四
度
、
西

側
京
城
仁
川
及
東
側
元
山
地
方
は
、

薪
舗
賜
灘
儲
離
鰻
牌
蹴

・
境
地
方
は
、
泥
度
内
外
、
國
境
内
陸

霧
欝
駆
整
駐
難
編

｝
差
十
度
に
達
し
共
の
開
き
が
制
合
に

多
い
。

　
各
季
節
に
於
け
る
各
地
李
均
氣
温

の
差
は
、
冬
に
於
て
甚
し
く
夏
は
そ

の
差
が
少
い
、
即
一
月
に
於
け
る
季

均
氣
温
は
、
國
境
中
江
鎭
地
方
は
、

零
下
二
十
酬
度
で
あ
る
に
、
栴
岸
地

方
は
、
二
度
内
外
で
其
の
差
二
十
三

度
に
達
し
て
居
る
、
夏
季
八
月
に
於

て
は
最
も
高
き
大
郎
地
方
二
十
六
度

な
る
に
國
境
地
方
は
二
十
一
度
で
僅

か
に
四
、
五
度
の
差
で
あ
る
o

　
次
に
浩
海
地
方
ご
内
陸
地
方
ご
の

氣
温
の
状
態
を
見
る
に
、
一
般
通
則

の
如
ぐ
夏
期
内
陸
地
方
高
く
多
期
は

之
に
反
し
て
居
る
。

　
更
ら
に
一
ヶ
年
に
於
け
る
最
高
氣

湘
、
最
低
氣
温
に
就
い
て
は
、
最
高

氣
温
は
七
月
下
旬
乃
至
八
月
上
旬
で

最
低
氣
温
は
一
月
中
句
頃
で
夏
學
の

最
高
氣
温
の
極
は
各
地
共
三
十
四
、

五
度
で
、
本
邦
及
嘉
麓
ご
甚
し
き
差

は
無
い
o
併
し
内
地
で
最
高
氣
温
三

十
八
度
以
上
の
記
録
の
あ
る
は
、
新

潟
熊
本
岐
阜
金
澤
等
で
あ
る
が
、
靭

鮮
で
は
大
耶
元
山
に
三
十
九
度
以
上

の
記
録
が
あ
る
。

　
冬
期
の
最
低
温
度
は
、
市
岸
地
方

零
下
十
三
度
中
部
地
方
零
下
二
十
度

北
部
…
地
轟
カ
ニ
十
五
、
山
ハ
慶
に
隆
U
り
、

内
地
で
も
信
濃
串
斐
地
方
及
東
北
地

方
は
、
冬
期
零
下
十
度
乃
至
十
二
、

三
度
に
降
う
朝
鮮
中
部
地
方
に
匹
敵

し
北
海
道
札
幌
で
は
零
下
二
十
度
二

十
三
度
に
降
り
、
都
膿
ざ
京
城
ざ
の

中
間
に
荘
る
旭
川
帯
康
地
方
は
、
零

下
三
十
度
で
國
境
地
方
に
比
較
さ
れ

る
の
で
あ
る
〇

二
、
降
　
水

　
朝
鮮
に
於
け
る
一
ケ
年
間
の
降
水

量
は
、
概
ね
八
百
粍
乃
璽
千
粍
の
間

に
あ
る
が
、
東
岸
地
方
は
、
稽
多
く

千
四
百
粍
に
達
し
北
方
國
境
地
方

は
、
最
も
少
く
七
百
耗
に
遇
ぎ
ぬ
之

を
内
地
に
比
較
す
れ
ば
九
州
地
方
は

千
み
ハ
｝
日
粍
乃
至
一
†
九
百
粍
…
獺
戸
内
海

沿
岸
は
、
千
乃
董
千
四
百
粍
東
海
道

は
、
千
五
百
粍
乃
匪
二
千
粍
、
東
山

道
、
長
野
松
本
地
方
は
、
下
百
粍
東

北
地
方
は
、
千
二
百
粍
で
あ
っ
て
蓬

か
に
少
い
o
朝
鮮
の
多
雨
地
方
は
、

内
地
の
寡
雨
地
方
に
匹
敵
す
る
の
で

あ
る
。
内
地
ご
朝
鮮
ご
は
降
水
量
に

於
て
甚
だ
し
い
差
蓮
が
あ
る
の
み
な

ら
す
そ
の
季
節
に
於
て
も
著
し
ぐ
赴

を
異
に
し
て
居
る
o
朝
鮮
に
於
て
は

降
水
多
き
季
笛
ざ
少
き
期
節
ご
は
明

確
に
画
別
が
つ
ぐ
○
即
六
七
八
の
三

ケ
月
は
降
雨
期
で
，
十
月
か
ら
璽
年

三
月
迄
は
降
水
が
極
め
て
少
い
、
そ

の
中
間
の
五
月
ご
九
月
は
分
界
貼
に

立
つ
て
居
る
。

　
降
水
の
最
多
き
月
は
、
南
鮮
で
は

七
月
、
北
鮮
で
は
七
八
月
の
候
で
め

る
o
　
一
ケ
年
間
の
降
水
量
は
、
内
地

よ
ら
遙
か
に
少
い
が
所
謂
雨
期
に
於

け
る
量
は
決
し
て
劣
る
こ
ご
な
く
六

月
よ
り
九
月
迄
の
降
水
量
は
餐
地
を

通
じ
年
量
の
七
割
に
當
つ
て
居
る
o

　
降
水
量
が
少
い
ご
同
時
に
降
水
日

敷
の
少
い
こ
ざ
は
勿
論
で
、
其
の
分

布
も
六
月
か
ら
九
月
の
四
ケ
月
に
多

く
十
月
よ
り
三
月
迄
は
僅
少
で
あ

る
。
降
水
聞
歎
の
最
多
き
所
で
も
百

三
十
日
を
超
え
る
ご
ざ
は
稀
で
、
概

ね
百
十
日
内
外
で
あ
る
o
降
水
H
数

の
少
い
關
係
上
快
晴
B
敷
多
く
内
地

各
地
は
概
ね
充
十
日
似
下
で
あ
る

が
，
朝
鮮
で
は
六
十
a
を
下
る
地
方

は
稀
で
、
概
ね
九
十
日
を
下
ら
ぬ
、

＋
月
か
ら
三
月
抱
は
快
晴
爾
数
が
最
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趨
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轟
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ブ
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ヂ
．
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曜

昭
豹
五
年
四
月
十五

日

千
曲

時報第一號
）
三
（

も
多
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
声

三
、
霜
雪
の
期
節

　
朝
鮮
の
初
雪
期
は
、
南
部
は
十
一

月
下
旬
、
中
部
以
北
は
十
一
月
中
句

で
、
終
霜
は
各
地
共
三
月
下
句
乃
至

四
月
上
旬
で
あ
る
o
降
雪
量
は
、
一

般
に
少
ぐ
積
雪
一
尺
珍
上
に
及
ぷ
腱

は
北
部
山
地
の
み
で
内
地
の
如
（
交

通
の
杜
絶
す
る
こ
芒
樹
木
を
傷
害
す

る
こ
ざ
は
無
い
o
初
霜
は
十
月
中
句

よ
b
十
㎝
月
中
旬
の
間
で
，
終
霜
は

四
月
上
旬
よ
り
下
旬
の
間
で
あ
る
。

一
般
に
初
霜
遅
く
晩
霜
早
く
霜
の
期

聞
が
短
か
い
o
殊
に
晩
霜
が
早
い
の

で
農
作
物
の
被
害
が
殆
ん
ざ
無
い
〇

四
、
日
照
時
間
蓬
水
の
蒸
螢

降
水
量
少
く
快
晴
日
敷
多
き
爲
め
、

日
照
時
間
多
く
各
地
何
れ
も
こ
四
〇

〇
時
間
以
上
で
、
割
合
は
五
五
9
6
以

上
で
あ
る
o
こ
れ
を
内
地
に
比
較
す

る
に
、
日
照
時
間
の
最
も
多
い
本
州

中
部
群
馬
長
野
山
梨
地
方
が
二
三
〇

〇
時
間
五
三
％
で
他
の
地
方
は
こ
れ

よ
b
以
下
で
あ
る
。

　
隼
蒸
登
量
は
、
千
粍
乃
至
千
三
百

粍
の
間
で
、
西
岸
よ
り
東
方
に
減
ご

南
東
に
向
つ
て
増
茄
し
中
部
西
部

は
、
千
四
百
粍
に
蓬
す
る
腱
が
あ
る
o

元
山
附
近
を
除
く
外
各
地
の
年
蒸
螢

量
は
、
年
降
水
量
よ
b
多
く
、
そ
の

比
は
一
、
一
乃
至
　
｝
、
六
の
間
に
あ

る
、
斯
如
き
は
内
地
で
は
僅
か
に
岡

山
廣
島
松
本
前
橋
地
方
に
見
る
の
み

で
あ
る
o
季
節
に
就
い
て
言
へ
ば
、

夏
季
は
降
水
量
ε
蒸
螢
量
ざ
暑
岡
様

で
他
の
季
笛
に
蒸
螢
量
が
優
り
、
丑
、

六
月
、
八
、
九
月
こ
の
二
回
最
大
を
現

し
十
二
月
、
一
月
、
最
少
を
示
し
て

居
る
。

五
、
灘
　
度

　
朝
鮭
に
於
け
る
各
地
の
灘
…
皮
は
、

内
地
に
比
し
著
し
く
低
く
概
ね
年
李

均
七
十
％
以
下
を
示
し
多
灘
の
地
も

七
五
％
を
超
へ
る
は
稀
で
あ
る
、
灘

度
攣
遷
の
欺
態
は
、
多
雨
期
で
あ
る

六
、
七
、
八
、
九
月
の
四
ケ
月
は
高
ぐ

十
一
周
よ
り
翌
年
三
月
に
到
る
五
ケ

月
は
低
く
五
月
ざ
十
月
ピ
は
そ
の
巾

間
に
あ
る
。

宍
、
風

　
朝
鮮
南
岸
に
て
は
、
五
月
よ
り
七

月
迄
東
岸
に
於
て
は
、
七
、
八
月
、
偏

東
風
が
駿
違
す
る
外
全
般
を
通
じ
て

鱒

偏
西
北
風
が
優
越
し
て
居
る
o

齋
騰
棚
削
灘
礫
臨

．
生
す
る
。
即
西
爆
龍
器
涌
及
仁
川
に

　
て
は
五
、
五
秒
米
乃
至
六
、
五
秒
米
で

　
あ
る
が
、
元
山
域
津
に
於
て
は
二
、
九

一
秒
米
乃
至
四
、
一
秒
米
に
減
じ
て
居

一
る
〇

　
七
、
季
節
風
及
低
氣
厘

　
　
亜
細
亜
大
陸
東
岸
に
於
て
、
特
有

｝
な
季
節
風
を
有
し
て
居
る
こ
ざ
は
顯

　
著
な
る
事
例
で
あ
る
、
朝
鮮
に
於
て

　
も
此
の
範
園
の
内
に
あ
る
以
上
此
の

　
現
象
が
著
し
い
、
帥
冬
期
季
節
風
は

　
概
し
て
北
乃
至
北
西
風
な
る
も
、
東

岸
は
西
風
こ
な
り
、
夏
期
季
節
風
は

　
西
岸
は
南
乃
至
南
西
風
で
東
南
岸
は

　
南
乃
至
甫
東
風
、
東
岸
は
東
風
こ
な

　
る
。
夏
期
季
節
風
は
四
月
か
ら
螢
達

　
し
、
七
月
共
極
に
達
し
，
九
月
よ
b

多
期
季
節
風
に
移
る
、
季
節
風
の
鍵

　
遷
は
、
降
水
量
の
礎
遷
ご
密
接
な
關

辮
懲
灘
纐
轍
燗

其
の
問
曇
天
降
雨
が
多
ぐ
多
季
々
節

風
の
期
は
、
晦
天
寡
雨
の
現
象
を
齎

す
。
　
朝
鮮
地
方
に
襲
來
す
る
低
氣
腰
は

　
色
々
あ
る
が
、
大
暑
こ
れ
を
二
っ
に

分
け
る
こ
ご
が
出
來
る
，
一
つ
は
北

支
那
シ
ベ
リ
ア
に
機
し
、
他
は
申
部

支
那
楊
子
江
流
域
に
登
生
す
る
も
の

｝
で
、
阿
れ
も
西
方
よ
り
東
方
に
移
り
、

東
部
内
地
に
向
う
も
の
で
あ
る
c
前

者
は
冬
に
多
く
獲
生
し
、
朝
鮮
を
通

過
す
る
時
は
多
少
の
雨
雪
こ
な
ら
、

内
地
に
入
う
て
大
雨
雪
を
現
出
す

る
o
後
者
は
夏
に
襲
來
し
、
内
地
は

梅
雨
期
を
現
出
し
朝
鮮
で
は
、
雨
期

を
齋
す
。
八
、
九
月
頃
根
源
を
フ
ィ

｝
ソ
ツ
ビ
ソ
附
近
に
凝
し
、
内
地
に
襲

來
す
る
低
氣
腿
は
、
朝
鮮
に
は
影
響

が
少
な
い
。

　
第
二
、
蟹
業
紹
螢
…
上
よ
り
見
た

　
　
　
　
る
朝
鮮
の
無
候

一
　
以
上
述
べ
た
朝
鮮
の
氣
候
を
鷲
…
業

経
鶯
上
よ
り
観
察
す
れ
ば
，

　
「
栽
桑
ご
氣
候

　
桑
樹
は
、
そ
の
性
張
健
で
、
生
育

温
度
の
範
圓
廣
く
、
我
國
最
南
北
緯

二
十
一
度
四
十
入
分
最
北
五
十
度
五

｛
は
、
磯
育
期
短
か
く
牧
穫
自
ら
貧
少

　
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
品
柿
に
ょ
り

　
て
、
凍
害
、
雪
害
等
を
受
け
る
等
の
不

　
利
が
伸
ふ
こ
ざ
を
免
れ
ぬ
o

　
朝
鮮
の
年
牛
均
温
摂
は
、
十
三
度

　
か
ら
十
五
度
の
範
幽
で
あ
る
、
最
寒

　
地
は
六
度
を
示
す
勝
も
あ
る
o
其
の

極
は
、
最
高
三
十
九
度
最
低
零
下
二

十
充
度
を
示
し
，
化
に
向
ふ
に
從
ひ

温
及
が
低
く
な
る
が
絶
劃
に
桑
が
生

育
せ
識
土
地
こ
て
は
な
い
o
只
京
城

以
北
冬
期
最
低
温
度
二
十
度
以
下
を

　
示
す
地
方
で
は
、
如
阿
な
る
品
種
で

も
よ
く
生
育
す
る
巴
云
ふ
繹
に
ゆ
か

ぬ
。
殊
に
根
刈
仕
立
で
晩
秋
迄
よ
ぐ

伸
長
し
た
桑
條
は
、
上
年
部
が
枯
れ

る
こ
ざ
が
多
く
、
高
刈
に
す
る
場
合

　
に
於
て
も
上
部
が
枯
れ
て
樹
形
を
向

上
さ
せ
る
こ
ε
が
出
來
な
い
瘍
合
が

往
々
あ
る
。
さ
れ
ば
栽
桑
上
耐
塞
性

の
強
い
桑
樹
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
。

耐
塞
性
桑
樹
の
優
良
種
を
選
出
す
る

　
こ
ご
は
北
西
鮮
地
方
の
重
要
な
問
題

で
わ
る
o
こ
れ
ま
で
の
蜜
蹟
で
は
、

朝
鮮
在
來
桑
は
内
地
性
品
師
に
比
ぺ

て
遙
か
に
耐
塞
性
が
強
い
、
叉
仕
立

．
法
、
肥
培
法
等
に
工
夫
を
す
れ
ば
充

分
栽
桑
が
出
來
、
現
に
蕎
々
ざ
し
て

養
蔵
の
基
礎
を
築
い
て
居
る
o
寒
風

強
き
地
方
で
、
根
刈
仕
立
の
條
が
枯

れ
て
も
株
迄
枯
れ
る
こ
ご
は
な
い
故

夏
秋
獄
用
桑
こ
し
て
の
栽
培
仕
立
は

容
易
で
あ
る
。
併
し
北
に
行
く
に
從

つ
て
、
栽
桑
に
若
干
骨
が
折
れ
る
こ

　
ご
は
免
れ
の
o
京
城
以
南
で
は
如
何

な
る
品
種
を
如
何
な
る
仕
立
法
ざ
し

て
も
、
冬
季
低
温
の
爲
、
害
を
受
け

る
憂
ひ
は
毛
頭
な
い
o
多
期
低
温
の

極
は
、
内
地
よ
り
低
い
が
春
期
獲
芽

の
時
期
は
甚
だ
し
く
遅
れ
ぬ
、
市
李

ε
魯
桑
ざ
に
就
い
て
調
べ
た
成
績
に

響
よ
れ
ば
、
南
鮮
地
方
の
市
李
の
第
｝

放
葉
勘
は
、
四
月
二
十
三
、
四
日
で

内
地
の
京
都
、
爾
非
、
宇
都
宮
地
方

・
に
匹
敵
し
、
中
鮮
地
方
は
四
旬
二
十

七
、
八
日
頃
で
稲
島
地
方
に
類
似
し
、

北
鮮
地
方
は
、
冗
月
瓦
日
乃
至
七
、
入

日
で
長
野
山
形
地
方
に
匹
敵
し
て
其

の
後
の
機
葉
速
度
が
早
い
把
め
蓉
獄
一

編
慧
裾
勲
擁
訟

居
る
が
、
帰
立
は
、
毎
年
覧
月
｝
日

か
ら
五
日
頃
迄
に
行
つ
て
居
る
、
日

躬
が
強
い
爲
め
桑
の
成
駄
…
も
早
い
o

　
各
地
共
降
水
量
が
少
い
故
、
早
害

　
に
は
か
、
り
易
い
か
ら
栽
培
法
に
於

て
も
此
の
聡
に
澁
意
す
る
必
要
が
あ

る
o
今
年
の
如
き
は
大
邸
附
近
は
、

来
曾
有
の
旱
魑
で
、
秋
獄
飼
育
時
期

に
根
刈
桑
園
の
地
下
水
低
き
地
帯
は

全
部
皐
害
を
受
け
、
桑
葉
が
枯
凋
し

其
の
用
に
堪
へ
な
か
つ
た
o
姻
鮮
各

地
共
喬
木
仕
立
を
圭
に
行
っ
て
居
る

が
、
此
の
貼
か
ら
云
ふ
て
も
大
に
根

篠
の
あ
る
ざ
こ
ろ
で
あ
る
◎
初
霜
も

比
較
的
遅
い
故
、
秋
鷲
…
は
、
栴
鮮
地

で
は
、
十
月
中
旬
迄
は
飼
へ
る
o
急

に
塞
冷
こ
な
る
故
黄
葉
期
が
軍
に
よ

り
て
無
く
、
霜
の
た
め
黒
く
凋
れ
る

現
象
が
あ
る
、
こ
れ
を
吾
々
は
特
に

煮
粟
期
巴
名
づ
け
て
居
る
が
隼
々
の

現
象
で
は
な
い
o
朝
鮮
の
晩
霜
の
害

の
少
な
い
こ
ご
は
、
栽
桑
上
有
利
な

條
件
で
あ
る
、
こ
れ
ま
で
霜
害
の
あ

つ
た
の
は
、
大
郎
附
近
だ
け
で
大
正

十
二
年
ε
昭
和
二
年
ざ
に
四
月
二
十

日
頃
結
霜
が
あ
つ
て
中
輩
桑
に
多
少

の
被
害
が
あ
つ
た
o

　
氣
候
の
乾
燥
ご
多
期
低
温
の
た

め
、
桑
の
病
鍛
害
は
内
地
に
比
し
て

少
い
。
病
害
こ
し
て
は
、
僅
か
に
紫

紋
朋
病
が
あ
る
ば
か
り
で
，
害
鐡
ご

し
て
は
燐
翅
目
の
も
の
は
少
く
、
甲

血
類
で
ク
バ
カ
ミ
キ
リ
o
ク
ロ
コ
ガ

ネ
ム
シ
、
ヒ
メ
ゾ
ウ
等
が
可
成
の
害

を
興
へ
て
居
る
o
他
の
害
錨
の
内
地

に
居
る
も
の
は
概
ね
螢
見
さ
れ
て
居

る
が
被
書
は
少
い
。

　
之
を
要
す
る
に
朝
鮮
の
氣
候
ざ
し

て
栽
桑
上
不
利
な
る
職
は
、
北
部
地

方
の
冬
期
の
低
湿
の
た
め
に
寒
害
を

受
く
る
こ
ご
、
、
旱
魅
の
害
を
各
地

共
若
干
受
け
易
い
こ
ご
の
み
で
他
の

條
件
は
す
べ
て
栽
桑
上
腐
利
な
欺
態

に
あ
る
ε
云
は
ね
ば
な
ら
慮
。

二
、
養
鐵
芒
氣
候

　
春
獄
期
の
氣
候

姻
鮮
の
春
獄
掃
立
時
期
は
南
鮮
五
月

覧
、
六
日
頃
、
申
鮮
五
月
十
κ
日
頃

北
鮮
五
月
二
十
日
前
後
で
上
籏
期
は

そ
れ
か
ら
約
一
周
後
で
あ
る
か
ら
北

鮮
門
地
方
も
六
月
二
十
日
頃
に
は
齎
獄

｝
が
絡
る
。

五
、
六
、
二
ヶ
月
は
、
寡
雨
期
か
ら
多

雨
期
に
移
る
中
聞
時
期
で
天
氣
は
概
＾

し
て
晴
天
績
き
で
降
雨
の
如
き
は
末

期
に
荘
々
あ
る
位
で
殆
ん
ご
雨
が
降
“

ら
濾
ご
云
っ
て
よ
い
、
大
邸
に
於
け

る
憲
獄
期
の
天
氣
を
大
正
十
二
年
か

ら
本
年
迄
調
査
し
陀
成
績
を
示
せ

ぱ
、

弊
軒
三

槻
墨
三
八

麟
嚢
マ

一
毫

　
　
　
｝
美
諄

曇
閃
回
数

　
　
　
一
　
　

雨
天
圓
倣

斜
四
耳
五
蚕
葦

三
↓

ﾃ
丁
茎
瀞

農
陸

＝

丁
董

　

お

÷
　
窓

÷
・二

　

l
丁
訂

丁

降
水
量
は
、
五
月
は
概
ね
七
〇
1
八

五
粍
の
間
で
、
六
月
は
1
5
粍
聖
越
す

が
憲
鷲
期
中
即
六
月
申
旬
遡
は
多
く

な
く
六
月
下
旬
に
急
に
増
加
す
る
、

降
水
が
少
く
日
照
が
強
い
故
塞
氣
は

頗
る
蛇
燥
し
て
室
内
乾
灘
の
差
が
十

度
を
越
ね
る
嘉
ご
ぽ
常
で
あ
る
o
槻

測
の
成
績
に
よ
れ
ば
、
五
月
か
ら
六

月
中
旬
ま
で
は
餐
地
共
六
五
％
内
外

で
海
岸
地
方
も
七
三
％
内
外
で
あ

る
o
　
次
に
氣
温
配
布
の
關
係
は
如
何
か

ざ
云
ふ
に
、
宇
旬
期
毎
の
槻
測
成
績

を
摘
録
す
れ
ば
次
の
表
の
如
ぐ
で
大

体
辮
均
氣
湘
囁
民
十
五
度
附
近
に
擶

立
て
上
籏
期
に
は
二
十
度
附
近
ざ
な

る
〇
　
　
　
　
五
　
月
　
　
　
　
　
　
六
月

　
　
　
　
　
ー
l
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は
比
較
的
低
温
で
、
袖
撮
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を
要
す
る
こ
ご
は
勿
論
で
あ
る
が
、

蹴
鷲
…
期
は
補
温
を
嬰
せ
諏
、
昂
均
温

度
は
比
較
的
低
い
が
聾
夜
の
振
幅
は

頗
る
大
で
、
一
日
の
較
差
は
三
十
度

を
超
へ
る
こ
巴
は
珍
ら
し
く
な
い
、

殊
に
稚
獄
期
に
於
て
著
し
い
、
春
獄

三
齢
頃
で
も
朝
の
最
低
華
氏
四
十
五

度
で
あ
る
に
日
中
の
最
高
温
皮
が
入

十
玉
度
以
上
に
昇
る
蕩
合
が
ゐ
る
、

此
の
黙
は
育
獄
上
最
も
注
意
を
要
す

る
黙
で
あ
る
。

　
以
上
蓮
た
如
く
朝
鮮
春
獄
期
の
氣

候
は
晴
天
多
く
降
雨
少
な
く
塞
氣
が

乾
燥
す
る
故
、
鷲
児
の
磯
育
に
適
し

育
慧
作
業
に
も
便
盆
多
く
到
底
内
地

ε
は
比
較
に
な
ら
な
い
良
い
欺
態
で

あ
る
が
只
氣
温
の
振
幅
が
大
で
あ

る
、
帥
嚢
化
が
多
い
事
は
大
に
留
意

す
べ
き
問
題
で
、
微
…
室
の
構
造
上
、

補
温
装
置
上
、
工
夫
を
要
す
る
、
朝

鮮
の
温
突
は
此
の
鮎
に
於
て
最
も
合

理
的
な
も
の
で
あ
る
、
朝
鮮
の
佳
宅

が
温
突
で
あ
る
こ
ご
は
氣
候
に
甥
し

實
に
よ
く
順
嶽
し
た
も
の
で
外
見
の

貧
溺
を
以
て
輕
笑
す
べ
き
も
の
で
無

い
o

　
夏
秋
獄
期
の
氣
候

夏
秋
獄
期
ざ
云
へ
ば
七
月
か
ら
九
月

迄
で
あ
る
。

此
期
間
は
朝
鮮
の
多
雨
期
で
＝
呂
に

し
て
養
へ
ば
養
蟹
の
困
難
な
期
間
ご

云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
が
併
し
全
期
に
亘

っ
て
次
し
て
困
難
ε
は
云
へ
な
い
、

七
月
中
ε
八
月
上
旬
迄
は
、
雨
も
多

ぐ
気
温
も
高
い
故
夏
獄
は
行
ひ
難
い

が
、
内
地
の
梅
雨
の
様
な
陰
鰐
な
雨

天
曇
天
が
侮
日
績
く
の
で
は
な
く
豪

雨
が
節
然
ε
襲
來
し
て
艮
く
も
三
二

日
で
止
む
の
が
普
池
で
あ
る
か
ら
内

地
に
比
較
し
て
困
難
で
あ
る
ざ
は
云

齢
撚
鰯
舗
粉
晶
跡
塑

羅
均
は
三
十
度
の
附
近
で
あ
る
が
三

十
五
度
即
寧
氏
の
九
十
度
以
上
に
昇

る
こ
ご
が
珍
ら
し
く
無
い
故
此
の
期

間
は
飼
育
が
囚
難
で
あ
る
が
大
邸
地

力
の
最
も
暑
熱
の
地
で
も
八
月
一
ロ

婦
の
秋
鉢
が
行
は
れ
て
居
る
o
鎌
作

を
安
慮
し
鼎
喪
の
…
細
を
牧
め
掲
る
時

期
は
八
踊
中
旬
以
後
で
あ
る
、
南
鮮

鰐
鍛
朋
駕
隔
綴
購
讐

る
o
　
北
鮮
地
方
で
も
九
月
中
旬
迄
は
秋

獄
の
飼
育
が
出
來
る
故
秋
獄
二
回
は

安
ム
出
に
行
へ
る
、
朝
鮮
の
頁
偽
秋
盟
鳳
期

の
氣
候
は
温
度
は
高
い
が
一
面
そ
の

鍵
遷
か
じ
・
云
へ
ば
激
憂
が
少
く
｝
日

δ
稜
差
＋
五
度
以
内
で
育
獄
上
良
い

條
件
の
下
に
あ
る
、
此
の
購
は
蘇
獄

期
よ
り
も
優
っ
て
居
b
筆
者
は
｝
化

性
國
獄
日
】
號
を
大
耶
に
於
て
大
正

九
年
以
來
毎
年
八
月
十
日
前
後
に
掃

立
て
飼
育
し
て
居
る
が
｝
度
も
違
作

し
た
事
が
な
い
、
こ
れ
は
主
こ
し
て

温
度
の
躯
遷
が
穏
や
か
で
あ
る
關
係

ご
考
へ
て
居
る
o
左
に
七
月
、
入
月
、

九
縁
三
ケ
月
の
槻
測
成
績
を
摘
録
し

て
見
れ
ば

野
7
遥
駈
高
郵
郵
塑
罫
誹

大
　
耶
丁
。
弊
瓶
・
；
、
；
『
雲
莞

京
　
　
城
マ
。

挙
　
壌
丁
へ
七

茜
、
訂

量
、
（

齋
δ
、
諾

…
二
き

㎝

二
訟
、
皿

一
詳
§

　
｝
昌
四
℃
蕊
　
二
四
、
四

　
｝

マ
ヨ一

へ
八

漁
　
　
度
　
　
降
　
　
水
　
　
鼠
　
　
降
水
“
数

七
月
一
八
月
「
九
月

｝
塾

÷
・

七
月
τ
へ
月
一
1
1
月

一
七
@
塁
瀞

ヒ
月
八
月
冗
月

琴
言
　
』
三
丁
。
｝

七
÷ﾊ
美
塁

七
⊥?
l
剛
碧
、
。
｝
き
窒

＝
門
九
τ
　
三
二

三
門
童
三
⊥

快
晴
日
数

七
月
7
八
月
冗
1
1

｝
ら

圃

四

二

【
」
。

＝

奏

三
、
製
糸
業
ご
氣
憐

　
南
鮮
地
方
は
夏
季
暑
熱
甚
だ
し
く

北
鮮
地
方
は
冬
季
塞
氣
酷
し
く
も
製

糸
業
郷
替
に
左
程
困
難
を
戚
ぜ
臓
、

現
仔
工
場
の
設
置
さ
れ
て
居
る
地
方

は
、
大
邸
、
京
城
、
光
州
、
全
州
、

太
田
、
成
興
、
李
壌
等
で
北
鮮
學
塵

威
興
等
に
於
て
も
冬
季
間
の
作
業
に

大
な
る
苦
痛
を
戚
せ
す
維
櫛
し
て
居

る
、
南
鮮
の
暑
熟
も
若
干
能
峯
に
影

響
あ
ら
う
が
、
二
れ
が
た
め
さ
し
た

る
困
難
を
威
ぜ
ぬ
。

　
繭
産
額
増
加
に
俘
ひ
各
地
に
逐
年

工
場
設
置
せ
ら
れ
製
糸
業
が
隆
昌
を

加
へ
て
行
ぐ
欺
勢
は
雄
贈
に
之
を
謹

明
し
て
居
る
、
然
し
内
地
ご
氣
候
が

異
る
、
以
上
製
糸
各
工
程
に
於
て
も
必

す
内
地
ざ
趣
を
異
に
す
る
貼
が
あ
り

生
糸
の
品
質
に
も
氣
候
の
影
響
が
あ

る
べ
き
筈
で
あ
る
が
筆
者
の
専
門
外

の
事
で
も
あ
b
未
だ
充
分
研
究
も
さ

れ
て
居
な
い
故
鼓
に
は
深
入
b
し
て

論
述
す
る
こ
ご
を
避
け
度
い
が
氣
候

の
た
め
甚
だ
し
き
不
利
不
便
を
戚
す

る
こ
ご
な
き
は
断
言
掛
來
る
。
要
す

る
に
朝
鮮
の
氣
候
は
製
糸
業
螢
達
に

何
等
の
支
障
を
輿
へ
す
養
獄
の
機
達

に
俘
ひ
充
分
伸
展
せ
し
め
得
る
欺
態

に
あ
り
ビ
云
は
ね
ば
な
ら
澱
。

容
寄
繭
市
窮
繭
穫
製
綜
工
場

親
察
報
告

三
井
洋
行
慶
束
生
緯
支
部

　
　
　
　
　
渡
　
　
‘
邊
　
　
　
齊

て
晩
秋
獄
を
掃
立
て
る
藍
・
麺
で
あ
苅
甚
し
き
は
夜
4
1
か
ら
取
引
開
飴
さ

1
、
繭
糸
場

　
容
寄
は
柱
州
霊
共
に
廣
東
繭
の
一

大
集
散
地
で
此
慮
に
は
瘤
名
な
株
式

組
織
の
盛
豊
年
繭
市
膓
が
あ
る
附
近

の
養
鍛
家
は
此
の
繭
市
場
に
名
自
思

ひ
く
に
殺
蜥
繭
五
歩
乾
或
は
七
渉

乾
ご
乾
燥
不
同
な
繭
を
矧
　
十
斤
或
は

四
E
十
斤
多
き
は
二
、
三
百
斤
ア
ン

ペ
ラ
獣
に
入
れ
て
持
ち
込
ん
で
來
る

取
引
期
閥
は
大
抵
三
週
糊
で
毎
目
未

れ
午
前
十
一
時
混
く
も
正
午
に
は
取

蘇
警
簾
喫
騰
緊

茄
解
揃
難
絆
際
犠
讐
開

…

　
取
引
方
法

　
繭
市
傷
の
買
入
は
殆
ん
ご
全
部
仲

買
人
で
豫
め
繭
市
鳩
に
発
記
承
認
を

得
た
取
引
員
で
此
の
繭
仲
買
人
は
此

蝦
鐡
畿
磐
噸
鐡
遭

利
鞘
を
儲
け
る
。

　
買
人
は
先
づ
養
獄
家
の
持
ち
込
ん

だ
ア
ン
ペ
ラ
夙
の
中
に
手
を
挿
込
ん

で
荷
ロ
を
見
乾
燥
程
度
綜
量
等
を
考

慮
し
指
値
を
す
る
商
談
が
纐
れ
ば
市

瘍
當
事
者
の
手
で
看
畏
さ
れ
書
記
が

之
を
一
々
紅
緑
二
放
の
傳
票
に
記
入

し
緑
色
の
も
の
を
ば
責
人
に
渡
し
紅

色
の
も
の
は
買
人
に
変
附
し
て
後
日

決
濟
の
便
に
充
て
る
建
硫
は
何
斤
廣

束
爾
…
何
爾
…
ご
綱
へ
ら
れ
支
彿
は
庸
略
束

弗
に
換
算
さ
れ
る
（
廣
束
爾
七
二
が

廣
東
弗
一
〇
〇
弗
）
親
察
営
時
は
繭

一
斤
鰯
爾
二
、
三
分
の
も
の
あ
り
二

爾
以
上
の
も
の
あ
り
而
も
品
質
に
上

下
あ
り
乾
燥
に
不
同
あ
る
斯
様
の
繭

の
亭
鈎
値
や
掛
同
を
察
知
す
る
事
は

到
底
不
可
能
ご
思
は
れ
る
衛
瘍
關
係

瑞
そ
の
他
二
、
三
の
人
に
質
し
見
る

に
第
六
作
繭
の
牛
均
値
は
大
体
繭
｝

斤
｝
爾
六
、
七
分
見
當
こ
の
事
な
り

縣
量
玉
斤
物
な
b
ざ
今
繭
一
斤
…
爾

六
分
こ
し
五
〇
〇
斤
物
ε
せ
ば

生
緯
一
〇
〇
斤
繭
代
　
一
、
六
×
五

〇
〇
ー
贋
束
爾
八
〇
∩
爾
＠
七
二

贋
束
弗
一
、
一
一
糊
弗
　
　
　
，

生
綜
｝
O
O
斤
生
産
費
　
廣
東
弗
三

〇
〇
弗
（
屑
物
差
引
）

生
綜
一
〇
Q
斤
の
原
橿
　
剛
、
噺
一

｝
＋
三
〇
〇
H
一
四
｝
一
弗
ω
一
三

五
　
香
港
弗
　
『
〇
四
蕉
弗

當
時
の
綜
償
　
廓
、
O
O
弗
保
合

一
、
〇
四
五
ー
一
、
O
O
口
四
流
弗
の

騨
の
濫
＋
月
四
H
突
。
弗
諦
謬
艦
頒
製
騨
蝦
廻

一
、
〇
四
平
九
八
〇
⊥
盆
錦
の
τ
颪
二
＋
粒
に
、
就
て
勧
撃
就
験

損　
代
金
決
濟

　
繭
市
場
は
繭
買
人
に
代
り
十
日
以

内
に
繭
代
金
を
養
獄
家
に
支
彿
の
出

廻
絡
了
後
紳
買
《
ご
繭
代
金
の
決
濟

を
な
す
、
仲
買
人
は
此
等
の
手
数
料

こ
し
て
一
〇
〇
爾
に
つ
き
三
爾
養
獄

家
は
繭
税
ざ
し
て
一
〇
〇
爾
に
調
し

一
繭
…
を
繭
市
鵬
に
納
め
る
例
な
る
ε

繭
税
の
一
爾
は
聞
も
な
ぐ
塵
止
さ
る

ご
の
事
爾
後
日
調
査
す
べ
し
。

2
、
繭
桟
　
　
　
　
　
　
・

　
製
糸
家
の
繭
買
入
所
で
繭
市
場
の

様
に
大
規
模
の
も
の
で
は
な
い
が
乾

繭
室
や
貯
繭
室
も
具
備
す
o

　
購
繭
方
法

　
繭
仲
買
人
或
は
繭
見
込
屋
又
は
大

養
獄
象
等
が
五
六
十
貫
か
ら
敷
百
貫

ε
相
當
纒
つ
た
激
量
を
持
ち
込
ん
で

來
る
之
を
一
々
廣
場
に
開
け
擢
や
棒

で
好
く
掻
き
交
せ
後
再
び
ア
ン
ペ
ラ

夙
に
入
れ
而
し
て
各
夙
か
ら
…
握
位

つ
冨
供
試
繭
を
ご
り
各
試
験
の
結
果

を
綜
含
し
て
硫
段
を
決
定
す
る
o

　
試
験
方
法
．
冨

　
各
夙
か
ら
取
つ
た
兇
本
繭
か
ら
供

試
繭
四
〇
匁
を
秤
量
し
そ
の
粒
歎
を

敷
へ
る
而
し
て
そ
の
荷
口
の
乾
燥
程

度
を
察
知
す
る
今
若
し
是
れ
が
四
五

〇
粒
あ
り
こ
せ
ば
此
の
荷
口
の
繭
｝

斤
の
粒
数
は
蝋
、
八
〇
〇
粒
で
あ
る

繭
の
粒
数
は
各
作
に
よ
b
繭
の
豊
凶

に
よ
り
多
少
の
差
災
あ
れ
ご
も
乾
燥

の
差
異
糧
甚
だ
し
ぐ
は
な
い
、
永
昌

成
工
瘍
に
て
現
在
繰
糸
中
の
第
四
回

作
繭
五
五
〇
斤
物
ご
稽
す
る
も
の
を

見
る
に
繭
｝
斤
の
粒
敷
は
こ
、
｝
九

八
粒
（
本
干
程
度
）
あ
b
叉
全
じ
く

第
六
作
繭
五
G
O
斤
物
ご
稗
す
る
も

の
を
見
る
に
｝
、
九
一
〇
粒
へ
八
歩

干
程
度
）
あ
り
斯
様
に
粒
激
を
知
る

事
に
よ
り
M
萬
粒
何
雨
ざ
云
ふ
取
引

も
餌
來
る
課
け
な
b
。

　
次
ぎ
に
四
十
匁
の
供
試
繭
を
李
等

に
百
粒
宛
配
分
し
之
を
買
人
の
捜
揮

に
委
せ
そ
の
＝
随
を
口
挽
試
験
に
充

て
他
の
一
嘔
は
切
歩
試
験
を
な
す
ゆ

　
ム
切
渉
試
瞼

　
李
等
に
睨
分
さ
れ
た
谷
憾
符
粒
の

繭
の
内
最
も
繭
層
の
あ
り
想
な
十
脚



昭
和五
年
四
月
十五

日

千
曲

時報第一號
）
五
（

を
行
ふ
切
歩
は
鋏
を
以
っ
て
繭
暦
を

聞
き
蝸
を
出
し
之
を
干
燥
し
（
此
の

提
度
不
朋
な
り
）
鏡
敏
な
る
天
秤
に

て
目
方
を
量
り
繭
｝
粒
の
李
均
繭
癬
…

量
を
測
定
す
る
ム
ー
之
を
二
厘
三
毛
巴

す
れ
ば
之
を
繭
一
斤
の
粒
数
一
、
八

〇
〇
に
桑
じ
此
の
荷
ロ
繭
一
斤
の
繭

暦
問
璽
は
三
九
、
山
ハ
匁
な
り
ざ
断
定
す

る
此
の
繭
暦
量
の
六
五
％
ー
六
四
9
6

が
生
糸
量
ど
大
づ
か
み
に
決
め
ら
れ

て
居
る
（
附
録
表
姿
照
）

　
1
ー
、
ロ
挽
試
駿

　
既
に
撰
定
さ
れ
た
一
匿
百
粒
の
供

試
繭
を
下
繭
を
撰
び
出
し
上
繭
を
繰

糸
し
頭
過
何
粒
、
武
過
何
粒
、
墾
過

何
粒
、
蛆
出
繭
何
粒
、
汚
繭
何
粒
、

揚
繭
何
粒
、
玉
繭
何
粒
，
薄
皮
繭
何

粒
等
ε
細
か
に
撒
へ
之
を
傳
票
に
記

入
す
る
。

　
か
く
し
て
買
人
は
四
十
匁
の
粒
数

を
箕
へ
そ
の
乾
燥
程
度
を
知
9
切
歩

口
挽
試
瞼
に
よ
b
糸
量
及
解
寄
の
難

易
を
察
知
し
初
め
て
繭
一
斤
何
両
ご

指
値
を
な
す
繭
市
場
の
購
繭
方
法
よ

b
は
遙
か
に
合
理
的
な
遣
方
で
あ
る

　
乾
燥
法

　
第
四
作
以
後
の
保
存
長
期
に
渡
る

繭
は
本
乾
繭
ざ
な
す
（
仕
上
り
入
歩

干
位
ざ
思
は
る
）
繭
…
乾
燥
室
は
各
室

の
長
さ
四
－
五
聞
巾
一
ー
二
間
高
さ

三
－
四
尺
位
に
燥
屍
を
積
み
上
げ
上

部
は
竹
蟄
を
敷
き
此
の
上
に
繭
を
七

ー
入
寸
位
の
厚
さ
に
戴
べ
四
邉
は
高

さ
一
尺
五
、
六
寸
位
の
腰
板
を
廻
し

正
面
に
は
二
三
ケ
所
に
炭
火
の
出
入

ロ
を
設
け
木
戸
を
嵌
め
開
閉
し
得
る

様
に
設
備
す
炭
火
は
中
央
に
長
く
地

を
凹
ま
せ
し
．
勝
に
置
く
繭
を
入
る
、

に
は
乾
燥
室
の
上
（
二
階
繭
置
場
）
竹

豊
を
張
り
っ
め
し
肝
に
一
㍗
二
ヶ
所
の

開
閉
孔
を
設
け
此
所
よ
り
繭
を
落
す

　
乾
燥
装
置
は
甚
だ
不
完
全
で
殺
蛎

よ
り
本
輪
ま
で
に
は
十
二
時
間
も
要

す
ε
云
ふ
。

　
繭
の
貯
藏

　
繭
　
檎
に
は
大
｛
概
厭
…
搾
傑
悩
を
備
…
へ
乾

繭
を
木
綿
袋
に
六
、
七
十
斤
位
つ
ゴ

入
れ
之
を
傘
プ
レ
ス
装
ざ
な
し
麻
縄

に
て
し
ば
b
繭
優
倉
庫
叉
は
製
糸
場

の
倉
庫
に
貯
ふ
上
海
地
方
の
製
糸
家

よ
b
は
遙
か
に
丁
寧
な
り
0

3
、
尿
昌
成
製
糸
工
蠣

　
商
票
永
昌
成
、
ヨ
護
穿
8
島
謂

　
圃
酬
b
Ω
×
×
各

　
　
　
　
イ

　
釜
激
汰
二
〇
釜
（
他
に
五
〇
〇
釜

　
の
工
塩
あ
り
）

　
揚
返
窓
＝
四
窓

　
年
生
慶
山
両
山
ハ
○
○

　
俵
繰
糸
傷

　
羅
屋
建
に
し
て
中
央
の
通
路
を
境

に
〃
嗣
側
に
　
垂
六
〇
ー
・
七
∩
X
釜
を
乱
既

べ
二
藁
宛
向
合
っ
て
居
る
膳
璽
ざ
膳

憂
ε
の
閲
は
僅
か
に
四
眠
位
て
而
も

各
釜
の
中
心
か
ら
中
心
ま
で
は
僅
か

に
二
十
吋
に
過
ぎ
な
い
そ
の
上
繰
糸

塩
…
に
は
大
き
な
「
エ
ン
ジ
ソ
し
が
あ

り
「
プ
ー
レ
イ
」
は
彪
大
な
も
の
で

一
見
非
常
に
維
然
ε
し
た
陰
氣
な
厭

な
威
じ
が
す
。

　
繰
糸
釜
煮
繭
繰
糸
衆
用
の
釜
は
液

葱
一
四
吋
深
さ
四
吋
か
蒔
位
で
底

に
は
排
水
孔
も
な
い
。

　
集
緒
器
Y
字
形
の
先
端
に
凱
。
、

吋
の
開
き
を
な
し
ニ
ケ
附
け
塀
璃
製

で
あ
る
が
据
付
長
年
月
に
渡
り
孔
は
大

昏
く
可
戒
り
大
き
な
節
も
通
過
さ
せ
る
o

　
鈎
（
蕨
手
）
　
集
緒
器
同
様
馬
璃
製

で
鈎
ぜ
鈎
こ
の
間
は
“
…
z
吋
で
場
面

よ
り
約
二
十
四
吋
宇
鈎
よ
り
絡
交
藷

ま
で
の
距
離
は
約
三
十
吋
位
で
此
の

間
で
二
本
の
糸
條
は
再
び
か
ら
み
合

ひ
燃
を
か
け
ら
れ
る
o

　
撚
懸
計
数
器
各
釜
毎
附
い
て
居
る

百
橡
毎
に
ベ
ル
が
鳴
る
様
出
來
て
通

例
に
二
、
三
百
の
激
を
か
け
ら
れ
長

さ
約
九
吋

　
蛎
璃
製
　
　
集
緒
器

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糸

｝
　
添
絡
箸
　
添
緒
に
は
長
さ
九
吋
位

の
竹
箸
を
用
ひ
實
に
巧
妙
に
行
ふ
然

し
附
節
は
ざ
う
し
て
も
長
く
な
る
o

　
索
緒
箒
　
煮
繭
…
は
五
分
～
十
分
以

内
で
初
め
長
さ
十
五
吋
位
の
竹
箸
で

よ
く
浸
潤
さ
せ
索
緒
に
は
長
十
＝
一

吋
の
岡
松
の
根
芒
か
の
箒
を
用
ふ

（
管
．
茅
の
根
の
如
き
も
の
）

　
索
緒
が
絡
れ
ば
各
自
々
々
が
撚
懸

…
器
の
鈎
に
投
細
を
吊
b
下
げ
だ
様
な

形
r
垂
れ
下
げ
て
置
く
此
れ
ε
女
工

の
三
尺
除
の
辮
髪
を
後
の
揚
枠
壁
の

釘
に
引
懸
け
て
作
業
す
る
様
は
廣
束

で
な
く
て
は
見
ら
れ
ぬ
珍
景
で
あ
る

　
枠
　
　
悲
式
山
ハ
角
枠
周
園
七
尺
五
寸

六
〇
回
な
り
ご
新
式
四
角
枠
周
團
二

尺
一
寸
位
－
二
尺
五
分
三
百
位
ε
思
ふ
？

　
親
察
當
時
は
新
式
n
τ
繰
糸
中
原

料
は
第
四
作
繭
一
日
一
釜
の
李
均
繰

糸
量
四
十
匁
ビ
稚
す
小
枠
回
軸
質
せ

こ
も
要
領
を
得
す
枠
の
停
止
甚
だ
し

　
落
繭
の
庭
理
　
落
繭
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小
皿
に
入

れ
置
き
随
峙
小
筑
に
入
れ
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の
一
偶

で
竹
箸
で
掻
き
廻
し
索
緒
す
る
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再
繰
場

　
矢
張
り
羅
屋
建
天
井
よ
b
光
線
を

探
b
繰
糸
場
ε
は
反
劉
に
明
る
き
威

じ
が
す
る
鬼
綾
四
つ
枠
揚
｝
人
四
！

五
窓
受
持
つ
絡
炎
器
に
は
集
緒
…
器
を

語
（
骸
製
で
繰
毒
の
も
の
ε

同
じ
）
二
本
揚
b
を
防
比
す
絡
交
器

ご
小
枠
の
羅
ぐ
面
こ
の
距
離
は
三
十

七
吋
か
ら
あ
う
籐
り
に
離
れ
す
ぎ
て

居
る
様
に
思
は
る
叉
揚
枠
は
一
貫
匁

も
あ
る
重
き
も
の
で
そ
の
上
回
軸
速

度
速
か
で
物
凄
い
書
を
立
て
る
。

　
揚
枠
の
乾
燥

　
揚
枠
を
二
段
に
入
れ
幕
を
垂
れ
下

に
二
、
三
箇
の
火
僻
を
挿
入
し
華
氏

　
一
〇
〇
疫
位
の
温
度
に
し
灘
氣
多
き

ご
き
は
三
〇
分
普
通
は
十
五
分
位
乾

燥
す
る
。

　
繭
倉
庫

繰
糸
瘍
に
附
腸
し
四
階
建
の
物
置
の

如
き
も
の
此
の
中
に
年
ブ
レ
ス
俵
装

の
繭
六
、
七
十
斤
入
れ
第
四
、
五
第

六
作
少
量
合
計
一
千
俵
以
上
あ
り
。

　
給
料
及
び
工
賃

　
　
工
窮
盤
督
…
人
月
廣
東
弗

　
　
四
〇
弗

　
　
現
業
員
　
一
二
人
　
月
廣
束
弗

　
　
二
五
ー
二
七
弗

　
　
女
工
日
給
　
繰
糸
工
女
　
一
日

　
　
昂
均
七
〇
仙
一
巴
伽
柑
す
蜜
際
は
六

　
　
〇
1
六
五
仙
位
な
ら
ん
。

　
　
揚
返
工
女
　
繰
糸
工
女
よ
b
李

　
　
均
五
仙
高
な
め
ε

　
就
叢
時
間
　
午
前
六
時
入
瘍
九
時

　
　
掌
中
食
午
後
五
時
枠
止

　
生
渥
費
　
一
搬
　
三
二
〇
弗
域
冊

　
　
す
（
滑
物
差
引
）
　
　
h

　
製
糸
用
水

　
工
瘍
の
側
に
池
を
堀
う
第
一
賠
水

池
よ
り
第
二
貯
水
池
に
水
は
少
し
青

味
を
帯
ぶ
第
二
貯
水
池
の
轡
偶
に
方

形
の
二
重
壁
を
作
う
砂
礫
を
入
れ
濾
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工
　
　
　
　
－

鼎
伊
國
慧
糸
業
に
封
す
る

へ

．
　
東
亜
慧
糸
業
の
影
響

…
　
（
…
）
　
　
　
央
洲
生

｝て
、
簸
総
耀
噺
欄
灘

…
先
づ
離
雛
鰐
幾

…
り
書
き
起
し
て
見
だ
い
o
蛇
に
東
亜

の
獄
縣
叢
ε
は
云
ふ
け
れ
ざ
も
目
支

爾
國
の
獄
懸
叢
が
其
主
体
で
あ
る
事

は
勿
諭
で
あ
る
。

　
　
前
世
紀
の
雫
頃
微
粒
子
病
が
南
敏

禰
欄

轟
㈱
辮
獅
隙
搬
鞭
糖

皿
膓
よ
り
浩
し
去
る
事
が
出
來
な
い
事

｝
殊
に
廉
債
な
絹
及
寧
絹
製
贔
の
楡
入

…
簾
難
脚
耀
鰍
肌
継

隔　
　
　
　
＼

つ
だ
o
然
し
意
外
に
も
一
八
七
Q
年

（
明
治
初
年
）
頃
に
は
日
支
の
喩
出
は

再
び
急
に
下
火
に
な
つ
だ
。
之
れ
は

支
那
産
絹
が
モ
ダ
ー
ン
な
織
物
に
は

不
向
で
あ
る
事
が
剣
り
叉
日
本
産
絹

は
共
生
産
が
過
度
に
且
急
に
増
大
し

た
爲
品
質
は
劣
悪
巴
な
り
、
更
に
好

景
氣
に
乗
じ
て
日
本
商
人
が
詐
欺
的

行
爲
を
つ
ゴ
け
た
爲
欧
洲
の
池
費
渚

は
取
引
を
楚
控
へ
る
様
に
な
つ
陀
の

が
圭
な
原
因
で
あ
る
o
然
し
東
亜
の

獄
孫
生
産
は
欧
米
市
山
場
へ
は
大
旦
興
ご

廉
償
ご
を
以
て
侵
入
を
止
め
す
、
殊

に
ロ
本
は
鎖
國
圭
義
を
駿
し
て
世
界

の
取
引
仲
闘
に
入
る
巴
共
に
、
所
謂

モ
ダ
ー
ソ
な
國
ε
し
て
の
躰
裁
を
具

　
へ
て
來
て
羨
國
産
品
を
世
界
市
傷
に

推
出
す
事
に
努
力
し
π
、
且
其
資
金

の
貧
窮
で
あ
る
に
引
き
か
へ
勢
力
の

廻
剰
で
あ
る
巴
云
ふ
事
が
、
人
力
に

俣
つ
事
大
に
然
も
資
本
が
甚
だ
小
に

し
て
足
る
獄
綜
業
に
は
発
く
悪
れ
た

る
條
件
で
あ
つ
た
の
で
國
を
畢
げ
て

之
に
從
事
し
て
外
國
よ
り
當
の
穫
得

を
圖
つ
た
の
で
あ
る
o
そ
こ
で
政
府
…

は
極
力
之
に
カ
を
注
ぎ
改
良
磯
達
を

計
り
、
殊
に
歓
米
工
業
の
最
新
智
識

を
楡
入
し
て
先
づ
製
綜
業
の
改
良
を

岡
っ
た
o
之
れ
に
反
し
て
支
那
は
外

國
絹
孫
商
人
殊
に
主
ε
し
て
米
國
絹

業
者
の
代
理
者
に
依
っ
て
其
轍
出
港

た
る
上
海
及
廣
東
に
最
新
式
な
製
縣

工
瘍
を
建
て
含
理
的
な
養
獄
法
に
依

つ
て
良
好
な
生
緯
を
作
り
初
め
た
の

で
あ
る
が
、
此
効
果
は
甚
だ
僅
微
で

あ
つ
だ
，
保
守
的
な
M
般
支
那
人
の

性
質
は
，
凡
て
の
更
新
に
劉
し
て
頑

強
に
固
執
し
て
奮
法
を
墨
守
し
た
の

で
あ
る
、
尤
も
之
れ
は
嗣
國
の
宗
教

が
大
鍵
な
關
係
を
持
つ
て
居
る
【
匂
斯

く
て
支
那
の
楡
出
量
は
勿
論
其
後
増

大
は
し
た
が
潔
絹
國
ε
し
て
世
界
最

一
大
の
能
力
を
有
す
る
捌
合
に
は
共
實

際
は
未
だ
余
程
の
距
り
が
あ
る
o
爾

内
政
の
不
安
ε
権
力
ば
か
り
張
い
巾
・

央
政
府
の
失
政
ご
は
之
れ
を
助
け
、

叉
園
家
の
縄
贋
的
向
上
は
養
獄
業
方

面
に
も
不
良
の
影
響
を
輿
へ
て
居

る
o
日
本
で
は
全
く
之
れ
ご
事
情
を

異
に
し
て
居
て
、
政
府
の
苔
辛
は
十

分
に
其
効
果
を
堪
げ
て
居
る
o
桑
園

反
別
が
桶
入
八
九
年
（
朋
治
ニ
ニ
年
）

【
に
三
七
、
三
三
五
で
あ
つ
た
の
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

一
九
伊
Q
六
年
（
開
二
九
年
）
に
は
三
六

π
五
九
四
に
な
つ
て
居
る
。
養
獄
；

家
月
数
は
一
九
〇
八
年
に
は
一
、
四
　
「

剛
二

ｵ
、
0
0
0
戸
ざ
な
つ
て
居
て
之
　
、

れ
は
恰
度
伊
國
の
養
獄
戸
敷
の
二
倍

牢
で
あ
る
o
叉
同
檬
の
割
合
が
製
縣
…

業
の
上
に
も
見
ら
れ
る
・
即
一
九
圏

｝
年
の
統
計
で
は
日
本
の
約
四
、
O

O
O
工
場
に
劃
し
て
伊
國
で
は
約
其

二
、
五
分
の
一
し
か
な
い
、
加
之
日
本

で
は
此
外
に
三
九
て
○
O
Q
周
’
の

家
内
工
業
こ
し
て
の
製
綜
業
渚
が
め

る
の
に
伊
國
で
は
全
然
之
れ
が
な
い

　
次
に
掲
げ
る
表
は
日
支
及
び
英
領

印
度
よ
り
の
生
締
楡
揖
の
磯
展
状
態

を
示
す
も
の
で
あ
る
o
英
領
印
度
の

轍
出
量
は
年
々
賊
少
を
示
し
て
居

る
、
だ
か
ら
伊
國
獄
緯
業
に
樹
す
る

其
影
響
は
甚
だ
小
な
も
の
ε
蕎
徹
し

て
よ
い
o
之
れ
は
世
界
の
産
絹
地
巴

し
て
鍛
古
の
歴
史
を
有
す
る
に
拘
は

ら
ず
養
獄
條
件
が
甚
だ
良
く
な
い
事

ご
前
世
紀
の
初
め
頃
よ
b
印
度
の
絹

業
に
絶
へ
す
危
…
機
が
生
ず
る
爲
で
あ

つ
て
、
將
褒
共
印
度
の
楡
田
に
耀
を

か
け
る
事
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
o

塑
杁
幕
瀞
東
亜
生
犠
出
額

　
　
　
　
　
（
軍
位
一
〇
〇
〇
肝
）

年
李
均

支
　
那
日
本
横
濱翠
計

上
海
藩
東

一
…

ｨ
凹
三
2
一
費
、
6
聾
O
囲
命
澱

一
菓
ハ
9
一
〇
八
・
准
亀
く
°
ぎ
（
6
　
　
　
　
　
…
一
豊

即
ち
東
亜
よ
り
の
総
喩
出
量
は
一
八

七
〇
年
よ
り
一
九
〇
〇
年
迄
に
五
百
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）
七
「
く

万
肝
の
増
加
を
示
し
て
居
る
、
即
二

倍
に
な
っ
て
居
る
。
夏
に
之
れ
か
ら

ム
」
世
記
初
め
に
於
て
は
既
に
八
百
三

十
万
肝
の
増
加
を
な
し
鼓
に
叉
二
倍

ε
な
っ
て
居
る
、
之
れ
は
五
ヶ
年
間

宛
の
年
當
b
李
均
数
量
で
あ
る
が
酬

九
｝
一
i
一
九
一
五
年
間
の
一
年
李

均
鍮
出
量
の
詳
細
は
共
次
に
輿
へ
て

あ
る
通
b
で
あ
る
、
即
ち
一
九
〇
〇

年
の
輸
出
量
の
倍
量
に
は
｝
九
コ
ニ

年
に
於
て
達
し
て
居
る
、
興
翌
年
は

世
界
大
戦
の
開
始
に
依
っ
て
減
じ
て

居
る
が
】
九
｝
五
年
に
は
既
に
大
体

窟
豊
里
に
復
し
て
居
る
o
「
九
＝
ハ
年

に
は
二
千
二
百
万
班
・
じ
な
っ
て
居
る

大
載
に
依
っ
て
減
額
せ
る
楡
…
出
量
が

斯
く
も
速
か
に
恢
復
し
て
居
る
理
由

に
就
て
は
後
で
詳
説
す
る
事
ざ
す

る
o
　
前
述
の
如
く
一
八
七
〇
年
以
來
東

亜
よ
り
殴
米
市
揚
へ
轍
出
し
た
生
称

量
は
少
く
は
な
く
、
南
欧
に
起
つ
た

敗
繭
貴
の
劇
減
を
埋
め
合
せ
繭
慣
及

綜
傾
を
下
げ
さ
せ
て
微
粒
子
病
が
異

常
に
」
劇
し
い
年
で
も
雲
よ
り
前
年
の

李
均
償
に
等
し
か
つ
た
o
一
入
四
一

ー
一
八
五
〇
年
間
の
英
蘭
に
於
け
る

一
研
の
繭
の
尋
1
9
横
格
は
四
、
〇
三

リ
ラ
で
あ
っ
て
之
れ
は
即
微
粒
子
病

猶
生
の
直
前
で
あ
る
が
次
の
各
十
年

間
に
は
何
、
れ
も
｝
九
、
し
～
【
二
及
び
五
、
山
ハ

入
リ
ラ
に
上
つ
た
。
叉
一
方
一
八
六

〇
年
以
來
の
緯
儂
の
下
落
は
東
亜
生

綜
の
喩
入
の
影
響
を
既
に
明
示
し
て

居
る
、
即
一
入
五
六
－
一
入
六
〇
年

ビ
一
八
六
六
1
一
八
七
〇
年
ε
を
比

較
す
れ
ば
朋
か
に
此
事
が
察
知
さ
れ

る
、
前
渚
の
期
間
に
は
佛
國
の
養
獄

業
が
傳
染
病
に
や
ら
れ
た
が
後
の
期

間
で
は
之
れ
が
既
に
伊
國
を
通
し
て

近
｛
泉
闘
語
畑
幽
へ
譲
が
つ
て
行
つ
わ
告
o
然

し
繭
償
は
此
期
間
に
反
っ
て
六
、
八

山
ハ
リ
ラ
よ
り
五
、
　
入
一
リ
ラ
に
下
ー
つ

て
居
る
o
東
亜
よ
b
の
喩
入
は
一
人

六
〇
年
頃
既
に
完
全
な
道
を
開
い
て

居
る
が
然
し
一
八
七
〇
年
代
の
初
め

に
は
東
亜
よ
b
の
楡
出
の
影
響
は
減

じ
て
歓
洲
の
生
産
量
は
増
加
し
繭
償

は
一
八
七
一
1
⊥
入
七
五
年
の
間
に

四
、
七
七
リ
ラ
に
下
っ
た
。
其
次
年

は
欧
洲
で
は
甚
し
い
不
作
で
あ
つ
だ

爲
め
東
亜
の
生
縣
輸
出
は
増
加
し
繭

は
孕
均
二
百
入
十
万
研
の
生
緑
を
使

一
用
し
澗
費
國
ご
し
て
は
第
二
位
に
あ

　
つ
た
、
此
一
時
佛
㎞
國
は
三
百
山
ハ
十
万
肝

で
猫
逸
は
百
八
十
万
肝
瑞
西
は
百
四

十
万
肝
で
あ
つ
た
。
所
が
二
十
年
後

に
な
つ
て
此
等
の
敷
字
は
全
く
鍵
つ

療
翫
叡
認
酷
軌
嚢
蚤

四
、
二
三
リ
ラ
に
下
落
し
だ
Q
祠
八

八
〇
年
に
於
て
漸
く
東
亜
の
生
綜
生

産
は
匿
界
市
鵬
に
重
き
を
な
し
て
來

た
o
而
し
て
繭
償
の
下
落
に
向
つ
て

も
亦
大
礎
働
い
て
來
た
の
で
あ
る
o

繭
…
便
は
斯
く
て
M
八
八
一
－
一
八
八

五
年
に
は
三
、
八
〇
に
、
　
一
八
八
六

1
｝
八
九
〇
年
に
は
三
、
五
八
に
2

入
九
一
t
｝
八
九
五
年
に
は
三
、
一

義
き
就
潜
㌃
⑳
℃
誕
加

七
年
に
は
二
、
≡
ニ
リ
ラ
に
ご
云
ふ

最
低
領
格
を
示
し
た
o
そ
こ
で
伊
國

は
前
世
紀
の
最
後
の
十
年
間
及
共
後

保
護
關
税
共
他
の
方
法
に
依
っ
て
國

内
麓
綜
業
の
隆
盛
を
計
劃
し
て
見
た

が
殆
ん
ざ
不
結
果
に
終
つ
だ
の
で
あ

　
る
o

　
今
世
紀
の
初
め
に
於
て
繭
梢
…
の
崩

落
は
先
づ
安
定
し
た
が
｝
九
〇
一
1

　
一
九
〇
五
年
及
一
九
〇
六
－
一
九
｝

O
年
に
は
牛
均
債
は
三
、
〇
四
及
三
、

三
ニ
リ
ラ
で
再
ぴ
上
昇
を
示
し
て
來

だ
が
此
位
の
値
段
で
は
伊
國
の
農
家

に
新
し
く
養
獄
を
漿
拗
す
る
事
が
出

來
な
か
っ
た
o
此
繭
積
上
昇
の
原
因

は
極
東
諸
國
の
生
緯
産
額
及
喩
出
量

が
減
少
し
た
爲
で
は
な
い
事
は
上
掲

の
表
で
明
で
あ
つ
て
殊
に
日
本
は
年

　
々
に
非
常
の
増
加
を
見
て
居
る
o
然

し
世
界
の
生
緯
消
費
量
は
｝
八
九
〇

ー
一
九
一
〇
年
の
二
〇
年
間
に
殆
ん

ご
倍
ご
な
っ
居
る
、
此
期
間
の
日
支

爾
國
の
國
内
消
嬰
量
は
明
か
で
は
な

い
が
之
れ
も
疑
ひ
も
な
く
増
加
は
し

て
居
る
、
此
等
を
も
合
せ
考
へ
れ
ば

　
一
八
九
〇
年
の
世
界
生
綜
消
費
量
は

千
二
百
七
十
万
珊
で
あ
っ
だ
も
の
が

　
一
九
〇
八
－
一
九
〇
九
年
度
で
は
二

千
四
百
二
十
万
班
に
な
つ
て
來
た
o

此
期
間
に
は
殆
ん
ざ
慶
界
の
各
消
費

國
は
實
際
に
共
消
費
高
を
皆
増
加
し

だ
、
就
中
米
國
は
其
度
最
も
著
し
い
o

π
八
八
九
⊥
八
九
二
年
に
粟
國

儂
は
一
入
七
六
ー
一
八
入
○
年
に
は
｛
％
の
増
加
を
來
し
た
、
之
れ
に
樹
し

　
　
　
　
　
　
　
　
＼

声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
触

．
佛
國
は
四
百
四
十
万
肝
即
二
｝
、
三

％
猫
逸
は
三
百
丑
十
万
肝
即
九
五
％

瑞
西
は
百
六
十
万
肝
即
一
六
、
四
％

の
増
加
を
來
し
た
の
で
あ
る
。
共
他

伊
、
露
、
駿
洪
の
諸
國
に
於
て
も
著

し
い
増
加
を
示
し
把
が
只
英
國
ざ
西

班
牙
の
み
は
反
樹
に
減
少
を
示
し

た
o
世
界
大
職
開
始
直
前
の
年
で
は

氷
國
は
千
二
百
五
十
万
研
を
増
加
し

た
が
佛
國
は
四
百
九
十
刀
肝
猫
國
は

一
三
百
五
十
万
肝
瑞
西
は
百
九
十
万
肝

を
塔
加
し
だ
の
で
あ
る
o

　
斯
く
の
如
き
生
綜
消
費
景
の
劇
増

は
軍
に
人
ロ
の
増
加
の
み
に
源
囚
す

る
の
で
は
な
い
。
諸
國
の
工
業
磯
展

に
件
ひ
國
民
の
恵
輻
が
非
常
に
良
化

せ
ら
れ
た
、
米
國
に
於
て
は
殊
に
然

り
で
あ
る
o
而
し
て
有
禰
階
級
の
範

園
が
大
縫
に
廣
大
し
だ
、
鼓
に
先
づ

｝
顯
総
鑛
謙
禁
諺
蒲

世
紀
の
中
葉
に
は
高
儂
な
廣
大
華
美

な
絹
製
服
装
が
流
行
し
て
絹
物
を
大

｝｝
量
に
消
握
し
た
が
今
世
紀
に
入
り
て

は
之
れ
が
確
か
に
簡
軍
ご
な
り
質
素

．
こ
な
っ
た
。
然
し
流
行
の
艇
化
が
甚

藷
し
ー
迅
速
で
之
れ
に
は
有
顧
階
級

は
是
非
共
無
條
件
で
皆
從
は
ね
ぱ
な

ら
す
・
・
其
位
概
を
保
っ
た
め
に
且

は
下
層
の
人
々
ε
唾
別
さ
れ
た
い
爲

に
－
…
下
層
看
は
叉
金
銭
の
カ
が
詩

・
す
範
園
で
之
れ
を
熱
心
に
見
習
ふ
様

に
な
っ
だ
。
鼓
に
必
然
の
結
果
こ
し

て
叉
経
快
な
絹
物
及
羊
毛
や
木
綿
ざ

の
交
織
物
が
流
行
し
て
來
て
此
等
に

は
東
亜
産
生
綜
を
使
用
し
廉
償
に
作

ら
れ
把
。
更
に
製
縣
業
及
機
織
業
の

改
酸
、
殊
に
機
械
力
を
癒
用
し
て
高

領
な
人
力
や
．
省
き
生
産
費
が
非
常
に

低
下
し
た
し
、
劇
方
大
量
生
塵
を
可

能
的
大
に
し
た
の
で
絹
物
の
贋
格
は

大
襲
に
下
落
し
だ
。
然
し
爾
強
大
に

絹
儂
の
下
落
に
作
用
し
た
も
の
は
生

綜
の
且
額
な
生
産
増
加
に
依
b
世
界

古
場
に
侵
入
し
て
來
た
事
で
あ
る
。

　
生
綜
の
殴
界
産
額
は
一
八
七
一
ー

　
一
八
七
五
年
に
は
李
均
九
百
五
十
万

肝
で
あ
つ
た
が
次
の
五
年
間
に
は
漱

洲
の
生
産
減
に
依
つ
て
八
百
九
十
万

班
ε
な
っ
た
。
一
八
八
一
－
一
八
八

五
年
に
は
然
し
再
び
九
百
四
十
万
研

ご
な
b
次
の
十
年
間
の
襲
達
は
東
亜

の
鍮
出
量
ざ
殆
ん
ご
並
行
し
陀
o
伊

な
い
し
佛
國
の
夫
れ
は
減
少
し
西
班

牙
及
峡
洪
國
の
は
不
明
で
あ
る
。
西

歌
の
総
生
産
貴
は
｝
八
九
一
ー
九
五

年
に
は
五
百
五
十
二
万
肝
，
酬
九
〇

山
ハ
i
一
〇
」
年
に
は
五
百
四
十
六
万
肝

　
一
九
一
一
ー
闇
三
年
に
は
四
百
四
十

三
万
研
で
あ
つ
て
減
少
の
傾
向
を
示

噸
し
て
居
る
。
近
東
及
び
中
央
亜
細
亜

の
生
産
量
は
右
の
期
闘
に
於
て
百
十

万
肝
よ
り
二
百
八
十
万
肝
に
な
っ
た

が
バ
川
カ
ン
の
紛
乱
に
因
つ
て
二
百

六
十
万
肝
に
赦
つ
た
。
東
亜
の
楡
出

量
は
此
期
間
に
八
百
七
十
万
肝
一
千

四
百
九
十
万
肝
、
一
千
九
百
三
十
万

肝
ざ
な
つ
た
。
叉
全
世
界
生
簾
量
は

　
一
八
八
山
バ
ー
九
〇
」
年
に
は
記
既
に
李
均

千
百
六
十
万
研
で
あ
っ
て
一
八
九
一

－
九
五
年
に
は
千
五
百
三
十
万
肝
，

　
一
九
〇
よ
バ
ー
｝
○
年
に
は
二
千
三
盟
H

二
十
万
肝
一
九
一
湘
ー
＝
二
年
に
は

二
千
六
ザ
旦
二
十
万
肝
ε
な
っ
た
b
即

其
増
加
畑
割
A
脳
は
五
六
、
九
μ
％
よ
・
り
山
ハ

四
、
二
％
、
七
三
、
四
9
6
ご
上
っ
て
居

る
が
西
厭
の
夫
れ
は
反
封
三
六
％
よ

b
二
一
…
『
七
％
、
　
一
山
ハ
、
七
9
6
ビ
下
っ

て
居
る
、

　
斯
く
し
て
生
練
の
世
界
産
額
の
劇

増
は
共
償
格
の
下
落
に
砦
し
い
影
響

を
與
へ
た
蔀
例
は
既
に
東
亜
よ
り
の

喩
出
に
依
つ
て
伊
國
繭
債
の
下
落
し

た
事
に
就
て
述
べ
た
願
で
あ
る
o
今

　
輔
八
八
〇
年
代
の
初
め
の
五
ケ
年
の

繭
贋
一
〇
〇
ご
す
る
ざ
・
：
－
此
期
間

は
微
粒
子
病
の
螢
生
前
（
酬
八
四
六

－
五
〇
年
口
三
、
七
五
ジ
ラ
）
ε
殆
ん

ざ
同
様
の
儂
絡
を
持
つ
て
居
た
：
…

次
の
二
五
ヶ
年
を
五
ケ
年
宛
に
割
つ

た
期
間
の
季
均
偵
の
罰
合
は
九
四
、

二
　
八
三
、
二
　
七
一
、
三
　
八
〇
、

〇
　
八
七
、
四
で
あ
っ
て
生
縣
の
卸

値
段
も
之
れ
ε
全
く
類
似
の
形
を
示

し
て
居
る
o
ク
レ
フ
エ
ル
ド
の
相
場

表
に
依
る
ご
英
蘭
の
ρ
謁
舘
邑
ロ
O
㌶

匿
α
q
器
H
喫
8
の
一
肝
の
値
は
一
八
八

　
一
ー
八
五
年
に
は
五
・
七
、
山
ハ
罵
皿
克
（
H

　
一
〇
〇
）
の
も
の
が
次
の
二
五
ケ
年

間
の
各
五
年
を
｝
期
ε
し
た
期
間
に

於
て
五
三
、
二
馬
克
（
“
九
二
覧
四
）
四

七
、
Q
匿
河
克
（
H
八
一
、
山
ハ
）
四
四
、
四

馬
克
（
”
七
七
、
一
）
四
五
、
三
馬
克

（
糾
・
七
入
、
山
ハ
）
五
Q
、
入
入
馬
議
兄
（
“

國
の
生
濠
携
は
既
蓮
の
聖
誹
欺
入
八
三
）
ご
な
つ
た
・
倫
敦
市
鳩
で

的
に
は
幾
分
の
増
加
を
見
た
に
過
ぎ
…
は
七
里
綜
の
耶
均
償
は
一
八
四
八
－

五
七
年
に
剛
封
度
當
b
M
八
志
で
あ

つ
だ
も
の
が
一
八
六
七
－
七
七
年
に

は
二
三
志
に
上
り
、
次
に
州
八
七
八

－
入
七
年
に
は
削
五
志
に
下
落
し
M

一
八
入
八
i
九
七
年
に
は
梱
二
志
に
更

に
一
九
〇
〇
1
0
三
年
に
は
一
『

五
志
に
な
つ
た
o
　
　
（
必
…
卜
次
號
）

ア
ル
ベ
ン
　
ホ
ル
ン

◎
糸
儂
安
に
何
慮
も
同
㎞
し
、
食
へ
鳳

　
ー
の
大
は
や
り
、
糸
償
ば
か
り

　
ぢ
や
な
い
何
で
も
皆
安
い
此
頃
の

　
世
の
中
だ
、
糸
領
安
定
融
資
補
助

　
注
も
悪
ぐ
は
な
い
が
、
　
人
來
て

　
醐
人
死
に
行
ぐ
八
聞
檬
な
ら
須
く

　
自
分
を
憾
め

◎
今
藤
鷲
…
の
掃
立
を
二
割
減
ε
か
宣

　
傳
す
る
縣
が
あ
る
相
な
。
眞
相
は

　
誤
報
だ
こ
も
云
ふ
が
工
業
曾
肚
聯

　
合
會
の
操
短
を
翼
似
だ
や
b
方
は

　
よ
い
が
地
域
が
余
り
に
小
さ
く
て

　
は
何
に
も
な
ら
ぬ
。
尻
の
穴
の
小

　
さ
、
加
城
を
人
に
讃
ま
れ
て
恥
な

　
き
を
得
ぬ
結
果
こ
な
る
事
必
定
。

＠
一
支
那
人
曰
く
『
日
本
は
此
頃
、

　
急
に
我
國
入
に
封
し
て
獄
縣
業
嗣

　
係
に
於
て
鎖
國
生
義
を
嚴
重
に
し

　
初
め
た
が
、
之
れ
は
中
央
政
府
の

　
意
見
な
b
や
、
將
た
獄
縣
業
關
係

　
當
局
の
意
見
な
り
や
。
日
本
政
府

，
は
隣
邦
の
交
誼
を
説
く
薯
既
に
長

　
し
。
鎖
國
主
義
果
し
て
好
隣
鄭
の

　
厚
情
に
や
o
世
界
は
廣
し
獄
縣
に

　
維
験
あ
る
國
に
佛
伊
あ
う
。
假
令

　
之
れ
な
く
こ
も
科
學
に
文
明
に
先

　
進
國
た
る
濁
、
英
、
米
、
あ
う
。

　
彼
等
に
し
て
我
國
の
獄
綜
業
の
將

　
來
を
洞
察
し
得
る
時
直
ち
に
我
等

　
を
助
ぐ
可
し
。
殊
に
鎖
國
圭
義
を

　
ビ
b
乍
ら
も
印
刷
物
の
出
流
は
如

　
何
ε
も
な
し
得
ざ
る
所
、
支
那
人

　
に
も
日
本
字
が
講
ハ
め
る
位
の
人
士

　
は
余
り
少
敷
で
も
な
し
。
貴
國
の

　
諺
に
頭
か
ぐ
し
て
尻
か
く
さ
す
巴

　
云
ふ
も
此
翼
理
…
面
右
の
事
貿
に

　
似
通
ふ
に
非
る
や
』
冠
。
彼
支
那

　
入
の
北
戚
想
に
封
す
る
是
非
の
判

　
断
は
諸
賢
に
任
す
o
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